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平成24年度予算を可決　
　　通年議会がスタート
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　平
成
24
年
度
寒
川
町
一
般
会
計
及
び
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
、
下
水

道
、
介
護
保
険
、
（
仮
称
）
健
康
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
用
地
取
得
の
５
事
業
特
別
会

計
の
予
算
は
、
２
月
24
日
の
本
会
議
で
提
案
さ
れ
、
議
会
は
７
名
の
委
員
で
構
成
す

る
予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
そ
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　委
員
会
は
、
３
月
12
日
、
13
日
、
14
日
、
15
日
、
19
日
の
５
日
間
に
わ
た
り
慎
重

に
審
査
を
行
い
、
一
般
会
計
及
び
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
、
下
水
道
、

介
護
保
険
の
４
事
業
特
別
会
計
を
賛
成
多
数
で
、
ま
た
（
仮
称
）
健
康
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー
用
地
取
得
事
業
特
別
会
計
を
全
会
一
致
で
可
決
と
し
、
本
会
議
最
終
日
の
採

決
に
お
い
て
も
、
同
様
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　平成24年度予算総額　　227億8,920万円を可決
 （一般会計予算総額128億6,300万円　対前年　　　　度比20億1,100万円減の超緊縮型予算を可決）

  ●主な減額の状況

・民生費：子ども手当支給額の変更などにより対前年度比1億2,622万円の減額。
・衛生費：広域リサイクルセンター建設工事の完了などにより対前年度比12億9,031万円の減額。
・土木費：�寒川駅北口の整備事業を減額、エレベーター・エスカレーター設置工事の完了などにより対前年

度比5億2,546万円の減額。
・教育費：�寒川小学校外便所改築工事や修繕、小学校5校への扇風機設置、教育備品の充実など増額、寒川東

中学校の用地購入費の減額などにより対前年度比4,601万円の減額。
※�職員の給料、諸手当等を減額し、対前年度比3,922万円の減額。

歳入

町税 
82 億 2,166 万円(63.9%) 

繰越金 
2 億 8,000 万円(2.2%) 

繰入金 
4 億 984 万円(3.2%) 

分担金及び負担金
地方譲与税
使用料及び手数料
財産収入
地方特例交付金
自動車取得税交付金
利子割交付金
配当割交付金
交通安全対策特別交付金
株式等譲渡所得割交付金
地方交付税
寄附金

地方消費税交付金 
4 億 9,300 万円(3.8%) 

国庫支出金 
10 億 3,717 万円(8.1%) 

町債 
7 億 920 万円(5.5%) 

諸収入 
5 億 9,003 万円(4.6%) 

県支出金 
6 億 3,796 万円(5.0%) 

【町税の内訳】 
町民税
固定資産税
都市計画税
町たばこ税
軽自動車税

歳出

土木費 
21 億 3,177 万円(16.6%) 総務費 

14 億 2,442 万円(11.1%) 

公債費 
13 億 6,277 万円(10.6%) 

民生費 
41 億 1,725 万円(32.0%) 

教育費 
13 億 785 万円(10.1%) 

衛生費 
13 億 4,854 万円(10.5%) 

消防費

議会費

商工費

労働費

農林水産業費

予備費

6 億   208 万円(4.7%)

2 億 1,079 万円(1.6%)

  1 億 1,253 万円(0.9%)

1 億 1,323 万円(0.9%)

8,177 万円(0.6%)

5,000 万円(0.4%)

1 億 2,199 万円(0.9%)
1 億 1,100 万円(0.9%)

6,409 万円(0.5%)

5,106 万円(0.4%)

5,000 万円(0.4%)

4,600 万円(0.3%)

 1,400 万円(0.1%)

1,200 万円(0.1%)

900 万円(0.1%)

400 万円(0.0%)

100 万円(0.0%)

0 万円(0.0%)

31 億 8,368 万円(24.7%)

 41 億 6,372 万円(32.4%)

 4 億 7,185 万円( 3.7%)

 3 億 4,363 万円( 2.7%)

 5,878 万円( 0.4%)

自動車取得税交付金
利子割交付金
配当割交付金
交通安全対策特別交付金
株式等譲渡所得割交付金
地方交付税
寄附金

地方消費税交付金
4億9,300万円(3.8%)

諸収入
5億9,003万円(4.6%)

県支出金
6億3,796万円(5.0%)

町債
7億  920万円(5.5%)

国庫支出金
10億3,717万円(8.1%)

分担金及び負担金
地方譲与税
使用料及び手数料
財産収入
地方特例交付金

1億2,199万円(0.9%)
1億1,100万円(0.9%)

6,409万円(0.5%)
5,106万円(0.4%)
5,000万円(0.4%)
4,600万円(0.3%)
1,400万円(0.1%)
1,200万円(0.1%)

900万円(0.1%)
400万円(0.0%)
100万円(0.0%)

1万円(0.0%)

歳入

【町税の内訳】

町民税 31億4,588万円(24.5%)
固定資産税 41億4,422万円(32.2%)
軽自動車税 5,828万円( 0.0%)

町たばこ税 3億4,363万円( 2.7%)
都市計画税 4億6,985万円( 3.7%)

歳入総額 128億6,300万円

民生費
41億1,725万円(32.0%)教育費

13億  785万円(10.1%)

衛生費
13億4,854万円(10.5%)

公債費
13億6,277万円(10.6%)

土木費
)%6.61(円万771,3億12費務総

14億2,442万円(11.1%)

消防費
議会費
商工費
労働費
農林水産業費
予備費 5,000万円(0.4%)

6億  208万円(4.7%)
2億1,079万円(1.6%)
1億1,253万円(0.9%)
1億1,323万円(0.9%)

8,177万円(0.6%)

歳出

歳出総額 128億6,300万円

町税
)%9.36(円万661,2億28

繰越金
2億8,000万円(2.2%)

繰入金
)%2.3(円万489  億4

一般会計 予算の内訳
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　平成24年度予算総額　　227億8,920万円を可決
 （一般会計予算総額128億6,300万円　対前年　　　　度比20億1,100万円減の超緊縮型予算を可決）

●主な事業

事　　業　　名 予　算　額 事　　業　　名 予　算　額

パスポートセンター費 800万円 橋りょう長寿命化修繕計画策定事業費 838万円

クリーンエネルギー有効活用事業費 688万円 田端西地区まちづくり事業費 5,012万円

地震対策事業費 596万円 寒川駅北口地区土地区画整理事業費 4億6,645万円

障害者自立支援給付事業費 5億　307万円 消防水利整備事業費 2,044万円

重度障害者等医療費助成事業費 1億7,154万円 消防車両等整備事業費 3,352万円

児童クラブ建設事業費 2,487万円 少人数学級事業費 1,243万円

子ども手当支給事業費 8億8,330万円 小学校施設改修事業費 4,144万円

広域ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ管理運営経費 2億8,929万円 教育活動充実事業費 3,257万円
※千円未満は四捨五入

歳入

町税 
82 億 2,166 万円(63.9%) 

繰越金 
2 億 8,000 万円(2.2%) 

繰入金 
4 億 984 万円(3.2%) 

分担金及び負担金
地方譲与税
使用料及び手数料
財産収入
地方特例交付金
自動車取得税交付金
利子割交付金
配当割交付金
交通安全対策特別交付金
株式等譲渡所得割交付金
地方交付税
寄附金

地方消費税交付金 
4 億 9,300 万円(3.8%) 

国庫支出金 
10 億 3,717 万円(8.1%) 

町債 
7 億 920 万円(5.5%) 

諸収入 
5 億 9,003 万円(4.6%) 

県支出金 
6 億 3,796 万円(5.0%) 

【町税の内訳】 
町民税
固定資産税
都市計画税
町たばこ税
軽自動車税

歳出

土木費 
21 億 3,177 万円(16.6%) 総務費 

14 億 2,442 万円(11.1%) 

公債費 
13 億 6,277 万円(10.6%) 

民生費 
41 億 1,725 万円(32.0%) 

教育費 
13 億 785 円(10.1%) 

衛生費 
13 億 4,854 万円(10.5%) 

消防費

議会費

商工費

労働費

農林水産業費

予備費

6 億   208 万円(4.7%)

2 億 1,079 万円(1.6%)

  1 億 1,253 万円(0.9%)

1 億 1,323 万円(0.9%)

8,177 万円(0.6%)

5,000 万円(0.4%)

1 億 2,199 万円(0.9%)
1 億 1,100 万円(0.9%)

6,409 万円(0.5%)

5,106 万円(0.4%)

5,000 万円(0.4%)

4,600 万円(0.3%)

 1,400 万円(0.1%)

1,200 万円(0.1%)

900 万円(0.1%)

400 万円(0.0%)

100 万円(0.0%)

0 万円(0.0%)

31 億 8,368 万円(24.7%)

 41 億 6,372 万円(32.4%)

 4 億 7,185 万円( 3.7%)

 3 億 4,363 万円( 2.7%)

 5,878 万円( 0.4%)

自動車取得税交付金
利子割交付金
配当割交付金
交通安全対策特別交付金
株式等譲渡所得割交付金
地方交付税
寄附金

地方消費税交付金
4億9,300万円(3.8%)

諸収入
5億9,003万円(4.6%)

県支出金
6億3,796万円(5.0%)

町債
7億  920万円(5.5%)

国庫支出金
10億3,717万円(8.1%)

分担金及び負担金
地方譲与税
使用料及び手数料
財産収入
地方特例交付金

1億2,199万円(0.9%)
1億1,100万円(0.9%)

6,409万円(0.5%)
5,106万円(0.4%)
5,000万円(0.4%)
4,600万円(0.3%)
1,400万円(0.1%)
1,200万円(0.1%)

900万円(0.1%)
400万円(0.0%)
100万円(0.0%)

1万円(0.0%)

歳入

【町税の内訳】

町民税 31億4,588万円(24.5%)
固定資産税 41億4,422万円(32.2%)
軽自動車税 5,828万円( 0.0%)

町たばこ税 3億4,363万円( 2.7%)
都市計画税 4億6,985万円( 3.7%)

歳入総額 128億6,300万円

民生費
41億1,725万円(32.0%)教育費

13億  785万円(10.1%)

衛生費
13億4,854万円(10.5%)
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繰越金
2億8,000万円(2.2%)
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審査意見（予算特別委員会）

　我が国の経済は、昨年３月に発生した東北地方太平洋沖地震に起因する東日本大震災や円高がもたらす深刻な
デフレスパイラル、欧州債務危機による金融システムに対する懸念、さらに雇用情勢の悪化懸念が依然残ってい
ることなどにより、先行きが不透明で依然として厳しい状況にあります。
　このような状況の中、当町の平成２４年度一般会計予算及び５特別会計予算の総額は、２２７億８，９２０万 
２千円で対前年度比６．６％の減となっております。特に一般会計では、対前年度比２０億１，１００万円、
１３．５％の減となる超緊縮型予算となっています。　
　まず、歳入におきましては、町税では町民税が対前年度比１，５２９万２千円の増や町たばこ税の対前年度比
７，８７５万５千円の増、固定資産税では国有資産等所在市町村交付金の対前年度比４，０９２万２千円の増
などがあるものの、固定資産税の内、企業設備投資の減少に伴う償却資産で対前年度比１億４，３２７万３千円
の減、家屋等における評価替えにより対前年度比６，４７３万６千円の減となるなど、町税全体で対前年度比
８，３１７万５千円の減となっています。
　さらに、国庫支出金では、広域リサイクルセンター建設事業や寒川駅北口エレベーター・エスカレーター建設
事業の完了、また、子ども手当等負担金の減などから、全体で対前年度比１０億７，１４１万４千円の大幅な減
となっているなど、一般財源と特定財源ともに大きな減額となっています。こういった中、財政調整基金繰入金
の減額や後年度負担となる町債の減額など、財政の健全化に向けた苦心のあとが伺われます。
　次に歳出におきましては、超緊縮型予算のもとでの町総合計画「さむかわ２０２０プラン」後期基本計画の開
始年度であり、財政推計に基づく確実な事業展開がより一層強く求められる中で、教育関係では、少人数学習の
推進や小学校全校への扇風機の設置、地域の方々の経験や知識を活用した授業や課外活動の充実、特別支援学級
の増設など、教育環境の整備や学力向上への取り組みは評価するものであります。
　また、防災対策として、標高を入れた防災マップの更新や広域避難所の備蓄資機材の充実を図るとともに、家
族防災会議の日の設定や自主防災組織に対する支援の強化など、家庭や地域における取り組みについても評価す
るものであります。
　さらに、ごみ処理対策については、循環型社会形成の推進のため建設された寒川広域リサイクルセンターの稼
働が始まることから、分別の更なる周知の徹底による資源化の推進により、最終処分場を持たない当町として当
該地の延命等も含め、確実にごみの減量化が図れることに大いに期待を持つものであります。
　しかしながら、厳しい財政状況による事業の見直しにより、緑のフェスティバルやプレミアム付共通商品券が
休止になるなど、町のにぎわいの創造や産業の活性化を停滞させるのではと危惧する点も見受けられるので、今
後、事業の方向性を十分検討すべきであります。なお、予算執行にあたっては、審査の過程で指摘された委員の
意見など十分配慮するとともに、財政状況の厳しい時だからこそ将来を見据えた施策を追求し、財源の効率的な
運営に努められるよう要望し審査意見とします。

平　成  24  年　度　各　会　計　予　算　規　模

会　　計　　別
平成24年度
予　算　額

平成23年度
予　算　額

比　　較
対前年度
伸　　率

一　般　会　計 128億6,300万円 148億7,400万円 △20億1,100万円 △13.5％

特　

別　

会　

計

国民健康保険事業 53億3,291万円 52億7,289万円 6,002万円 1.1％

後期高齢者医療事業 6億1,626万円 5億8,982万円 2,644万円 4.5％

下水道事業 16億3,105万円 14億5,870万円 1億7,235万円 11.8％

介護保険事業 22億6,767万円 21億3,565万円 1億3,202万円 6.2％

（仮称）健康福祉総合
センター用地取得事業 7,833万円 7,833万円 − 0.0％

合　　　　　計 227億8,920万円 244億  938万円 △16億2,017万円 △6.6％

※千円未満は四捨五入しているため、合計額と一致しません
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３
月
23
日
の
本
会
議
最
終
日
、
平
成
24
年
度
予
算
の

採
決
に
先
立
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
討
論
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

平成24年度
予　算

　

一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は
約

１
２
８
億
６
千
万
円
、
前
年
度

比
13
・
５
％
減
で
過
去
最
大
の

減
額
で
し
た
。
こ
の
要
因
は
広

域
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
建
設

事
業
、
寒
川
駅
北
口
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
・
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
設
置

事
業
な
ど
、
大
型
事
業
の
完
了

に
よ
る
も
の
で
す
。
町
債
は
約

２
億
１
７
０
０
万
円
、
前
年
度

比
23
・
４
％
の
減
額
と
し
ま
し

た
。
こ
こ
数
年
の
次
世
代
に
ツ

ケ
を
ま
わ
さ
な
い
町
債
の
縮
減

化
は
評
価
で
き
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
災
害
対
応
特
殊

救
急
車
の
購
入
、
防
火
水
槽
の

新
設
、
町
内
に
90
箇
所
以
上
あ

る
橋
の
長
寿
命
化
修
繕
計
画
策

定
事
業
な
ど
、
安
全
・
安
心
の

観
点
か
ら
評
価
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

子
ど
も
の
学
力
向
上
に
補
助
教

材
費
を
計
上
、
１
歳
６
カ
月
・

３
歳
６
カ
月
健
診
の
回
数
増
、

妊
婦
健
診
の
利
便
性
向
上
、
食

育
の
観
点
を
元
気
プ
ラ
ン
に
位

置
付
け
る
な
ど
町
長
の
子
育
て

へ
の
意
気
込
み
が
伝
わ
る
予
算

組
で
す
。

　

今
年
度
初
め
て
予
算
編
成
の

中
間
報
告
を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
た
点
は
、
画
期
的
な

こ
と
で
あ
り
、
住
民
主
体
の
ま

ち
づ
く
り
に
は
、
情
報
の
公
開

が
必
須
で
す
。
住
民
が
町
の
意

思
に
合
意
し
、
ま
ち
づ
く
り
へ

の
行
動
を
お
こ
す
こ
と
が
、
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
効

果
的
な
戦
略
で
す
。

　

平
成
24
年
度
予
算
は
財
源
が

厳
し
い
中
、
事
業
の
中
身
を
厳

し
く
精
査
し
、
税
等
の
収
納
率

を
高
め
る
工
夫
を
行
い
、
最
大

限
の
努
力
を
し
た
予
算
と
評
価

し
賛
成
し
ま
す
。

　

な
お
、
５
特
別
会
計
予
算
も

討
論
を
省
略
し
賛
成
し
ま
す
。

　

一
般
会
計
予
算
の
歳
出
で
は
、

緑
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
プ
レ

ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
な
ど
が
廃

止
さ
れ
ま
し
た
。
疲
弊
し
て
い

る
農
業
・
商
業
・
建
築
関
係
に

冷
や
水
を
浴
び
せ
か
け
る
も
の

で
、
す
ぐ
に
復
活
す
べ
き
で
す
。

　

防
災
・
減
災
対
策
で
は
震
災

後
初
め
て
の
予
算
に
し
て
は
取

り
組
み
が
弱
く
残
念
で
す
。

　

今
後
の
焼
却
灰
の
埋
め
立
て

町
政
の
役
割
が
不
十
分
で
あ
る

と
指
摘
し
、
反
対
と
し
ま
す
。

　

な
お
、（
仮
称
）
健
康
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー
用
地
取
得
事
業
を

除
き
特
別
会
計
も
反
対
し
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
の
予
算
編
成
は

大
幅
な
財
源
不
足
解
消
の
た
め

過
去
２
年
間
の
緊
急
財
政
対
策

を
継
承
し
、
事
業
の
優
先
度
を

測
り
、
重
点
的
な
配
分
を
行
う

こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
と
し
て
一
般
会
計

の
歳
出
で
は
、
地
域
の
せ
ん
せ

い
の
導
入
、
学
力
向
上
用
補
助

教
材
の
購
入
、
町
内
全
小
学
校

に
扇
風
機
の
配
備
、
寒
小
の
外

便
所
改
修
工
事
な
ど
教
育
予
算

の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
に
備
え
る
予
算

と
し
て
備
蓄
用
食
糧
や
ガ
ス
パ

ワ
ー
発
電
機
の
購
入
、
災
害
用

特
殊
救
急
自
動
車
の
整
備
、
防

火
水
槽
新
設
工
事
、
防
災
資
機

材
の
購
入
補
助
な
ど
は
大
い
に

評
価
で
き
る
内
容
で
す
。

　

一
方
、
高
度
地
区
指
定
に
町

民
の
意
見
を
十
分
考
慮
し
、
合

意
形
成
を
図
っ
た
上
で
事
業
を

進
め
る
べ
き
で
す
。

　

そ
し
て
、
「
緑
の
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
の
休
止
、
「
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
」
の
廃
止
な
ど
は

経
済
効
果
、
に
ぎ
わ
い
と
活
力

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

と
一
抹
の
不
安
が
残
り
ま
す
。

　

町
長
の
方
針
「
着
眼
大
局
着

手
小
局
」
の
実
践
か
ら
、
総
体

的
に
は
「
選
択
と
集
中
」
の
重

点
配
分
が
行
わ
れ
、
基
本
的
な

考
え
方
と
し
て
共
感
で
き
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
や
欧
州
債
務

危
機
な
ど
国
内
全
体
を
覆
う
不

安
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
は

「
生
命
」
に
対
す
る
備
え
、
医

療
や
介
護
な
ど
の「
社
会
保
障
」、

子
ど
も
た
ち
の
「
将
来
」
な
ど

の
安
定
こ
そ
が
不
安
を
拭
う
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
視
点
で
審
査
を
し
た
結
果
、

各
分
野
で
対
応
が
な
さ
れ
て
い

る
と
判
断
し
、
賛
成
と
し
ま
す
。

　

他
の
５
特
別
会
計
予
算
も
討

論
を
省
略
し
て
賛
成
し
ま
す
。

対
策
、
特
に
ゴ
ミ
の
徹
底
減
量

へ
の
対
応
に
は
、
ス
ピ
ー
ド
感

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
給
食
等

へ
の
放
射
線
測
定
を
行
い
住
民

の
不
安
を
除
く
べ
き
で
す
。

　

介
護
保
険
料
な
ど
公
共
料
金

は
、
町
民
所
得
が
落
ち
込
ん
で

い
る
の
に
増
加
傾
向
で
努
力
が

足
り
ま
せ
ん
。

　

保
育
園
増
設
の
具
体
化
が
見

ら
れ
ま
せ
ん
。
民
間
へ
の
運
営

委
託
だ
け
で
な
く
施
設
の
無
償

譲
渡
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

コ
ミ
バ
ス
の
運
行
検
討
で
は
、

町
民
の
利
便
性
を
第
一
に
考
え

進
め
て
く
だ
さ
い
。

　

総
合
体
育
館
・
プ
ー
ル
な
ど

の
指
定
管
理
者
は
町
内
の
者
に

限
り
、
仕
事
や
雇
用
の
確
保
に

町
が
責
任
を
果
た
す
べ
き
で
す
。

　

３
年
連
続
の
職
員
給
与
、
福

利
厚
生
費
削
減
は
、
地
域
へ
の

影
響
も
大
き
く
や
り
す
ぎ
で
す
。

　

新
幹
線
新
駅
設
置
事
業
は
休

止
・
凍
結
す
べ
き
で
す
。

　

少
人
数
学
級
の
小
学
３
年
生

ま
で
の
実
施
、
旭
小
学
校
敷
地

内
へ
の
児
童
ク
ラ
ブ
設
置
な
ど

は
評
価
で
き
ま
す
が
、
全
体
と

し
て
、
税
収
の
落
ち
込
み
予
測

を
理
由
に
、
本
来
果
た
す
べ
き

討
論
要
旨

子育てなど行政課題
解決への最大限の

努力を評価

減災と町民の
暮らしを励ます
施策が不十分

民主クラブ

日本共産党

賛成討論

反対討論

厳しい財政状況の中
効果的な施策への
重点配分を評価

湘風クラブ

賛成討論
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審査の焦点
予算特別委員会

Ｑ　

東
日
本
大
震
災
以

来
、
初
の
予
算
編
成
だ

が
、
新
し
い
防
災
対
策

や
あ
ら
た
め
て
命
を
守

る
施
策
が
見
当
た
ら
な

い
。
家
具
の
転
倒
防
止

や
耐
震
ベ
ッ
ド
等
の
命

を
守
れ
る
施
策
が
必
要

で
は
。
ま
た
、
県
の
津

波
浸
水
予
想
の
注
意
喚

起
を
す
べ
き
で
は
。

Ａ　

食
糧
１
万
５
千
食

Ｑ　

平
成
24
年
度
の
事

業
は
、
学
力
の
向
上
に

十
分
寄
与
す
る
の
か
。

ま
た
、
そ
の
成
果
の
着

地
点
を
ど
こ
に
想
定
し

て
い
る
の
か
。

Ａ　

最
善
の
事
業
展
開

と
し
て
、
地
域
の
せ
ん

せ
い
ふ
れ
あ
い
推
進
事

業
な
ど
補
修
学
習
の
充

実
・
教
職
員
の
指
導
力

向
上
・
校
内
研
修
の
組

Ｑ　

町
の
最
上
位
条
例

に
基
づ
く
「
ま
ち
づ
く

り
推
進
会
議
」
は
、
平

成
23
年
度
開
か
れ
て
い

な
い
。
今
後
は
ど
の
よ

う
な
テ
ー
マ
で
進
め
て

い
く
の
か
。

Ａ　

今
年
度
ま
ち
づ
く

り
推
進
会
議
委
員
改
選

期
で
、
公
募
委
員
を
３

回
募
集
し
、
定
員
６
人

に
対
し
４
人
の
応
募
で

や
ガ
ス
パ
ワ
ー
発
電
機
の
購
入
、

防
災
マ
ッ
プ
の
更
新
、
月
１
回

の
家
族
防
災
会
議
の
日
制
定
、

自
主
防
災
組
織
と
の
連
携
な
ど

防
災
対
策
の
充
実
を
図
り
ま
し

た
。
家
具
の
転
倒
防
止
な
ど
は

防
災
講
演
会
等
で
啓
発
し
ま
す
。

　

県
の
津
波
浸
水
予
想
で
は
、

幸
い
堤
防
を
越
え
る
浸
水
は
見

込
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
豪
雨

時
な
ど
含
め
、
住
民
へ
の
情
報

提
供
は
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

織
化
・
宿
題
等
家
庭
学
習
の
充

実
・
学
習
成
果
の
検
証
を
重
点

に
取
り
組
み
ま
す
。
中
学
校
は

教
科
担
任
制
の
た
め
、
小
学
校

よ
り
も
教
科
ご
と
の
学
習
ノ
ウ

ハ
ウ
の
蓄
積
が
あ
り
、
こ
れ
ら

を
機
能
さ
せ
て
学
力
向
上
に
取

り
組
み
ま
す
。　

　

な
お
、
全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
の
成
績
を
県
平
均
に
近

づ
け
る
よ
う
、
現
状
よ
り
５
ポ

イ
ン
ト
ア
ッ
プ
が
目
標
で
す
。

し
た
。
そ
の
た
め
会
議
条
件
を

満
た
せ
ず
開
け
な
か
っ
た
経
緯

が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
し
く
み
づ
く
り
、
町
の
新

し
い
制
度
の
周
知
、
住
民
投
票

条
例
の
制
定
、
自
治
基
本
条
例

の
住
民
へ
の
周
知
及
び
職
員
へ

の
意
識
付
け
の
徹
底
と
い
う
平

成
22
年
度
に
提
言
さ
れ
た
４
つ

の
テ
ー
マ
を
中
心
に
協
議
を
進

め
て
い
く
考
え
で
す
。

備蓄食糧・防災備品授業のようす（寒川小学校）

過去に開催された まちづくり推進会議

審査会場（第１委員会室）

３
．11
を
教
訓
に
防
災
対
策
の
充
実・強
化
を

日
　
本
　
共
　
産
　
党

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
学
力
向
上
を
ど
う
図
る
の
か

民
　
主
　
ク
　
ラ
　
ブ

自
治
基
本
条
例
に
基
づ
く「
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議
」の
今
後
は

湘
　
風
　
ク
　
ラ
　
ブ

予算特別委員会の審査において、
各委員から出された質疑とそれに対する
答弁の要約を掲載します。
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予算特別委員会委員別賛否の状況
（○＝賛成、×＝反対）

委　員　名

会　計　区　分

一般
会計

特　別　会　計

国保
後期
高齢

下水道
介護
保険

用地
取得

委 員 長　関口　光男
（公明党）

− − − − − −

副委員長　佐藤　美鈴
（新生・ネット）

○ ○ ○ ○ ○ ○

委　　員　柳下　雅子
（民主クラブ）

○ ○ ○ ○ ○ ○

　〃　　　村田　桂子
（日本共産党）

× × × × × ○

　〃　　　早乙女　昭
（民社クラブ）

○ ○ ○ ○ ○ ○

　〃　　　斎藤　恒雄
（湘風クラブ）

○ ○ ○ ○ ○ ○

　〃　　　小栗　裕治
（湘風クラブ）

○ ○ ○ ○ ○ ○

Ｑ　

補
助
金
は
公
平
な

の
か
、
既
得
権
化
し
て

い
な
い
の
か
。
こ
れ
か

ら
は
市
民
・
事
業
者
・

行
政
の
協
働
に
よ
っ
て

「
新
し
い
公
共
」
を
つ

く
っ
て
い
く
も
の
と
考

え
る
。
事
業
の
提
案
を

募
り
、
町
民
や
団
体
等

が
参
加
す
る
中
で
審
査

会
を
開
き
、
補
助
金
の

対
象
を
決
め
る
よ
う
な

Ｑ　

収
納
に
お
け
る
新

年
度
の
取
り
組
み
内
容

と
改
善
策
は
。

　

ま
た
、
情
報
の
共
有

化
な
ど
の
観
点
か
ら
収

納
担
当
専
門
部
局
を
設

置
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ　

収
納
率
向
上
の
た

め
コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
実

施
や
県
税
職
員
か
ら
の

徴
収
ノ
ウ
ハ
ウ
取
得
な

ど
、
対
策
を
積
み
重
ね

Ｑ　

住
居
系
や
商
業
系

の
用
途
地
域
へ
の
建
築

物
の
高
さ
制
限
12
ｍ
の

高
度
地
区
指
定
に
は
、

反
対
の
意
見
が
あ
る
。

　

土
地
の
有
効
利
用
を

阻
害
す
る
過
度
の
高
さ

規
制
は
慎
む
べ
き
と
考

え
る
。
高
さ
制
限
12
ｍ

の
根
拠
は
。

　

ま
た
、
町
民
の
コ
ン

セ
ン
サ
ス
が
得
ら
れ
て

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

Ａ　

こ
れ
ま
で
は
事
業
計
画
の

提
出
を
受
け
、
町
の
補
助
目
的

に
合
致
し
て
い
る
か
精
査
し
、

補
助
金
を
予
算
化
し
て
き
ま
し

た
。

　

今
後
は
、
ご
提
案
の
審
査
会

制
度
な
ど
を
研
究
す
る
と
と
も

に
、
交
付
基
準
等
一
定
の
ル
ー

ル
を
定
め
る
な
ど
補
助
金
の
あ

り
方
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

て
き
ま
し
た
。
大
事
な
こ
と
は

新
し
い
滞
納
者
を
つ
く
ら
な
い

こ
と
と
考
え
て
お
り
新
年
度
も

財
産
調
査
、
差
押
え
の
徹
底
を

図
り
ま
す
。
不
納
欠
損
に
つ
い

て
も
減
少
に
向
け
努
力
し
ま
す
。

　

収
納
担
当
専
門
部
局
の
設
置

に
は
、
先
進
自
治
体
の
研
究
や

当
町
の
規
模
を
踏
ま
え
た
メ
リ

ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
調
査
し

た
上
で
、
行
政
組
織
の
見
直
し

と
併
せ
検
討
し
ま
す
。

い
な
い
。
住
民
投
票
で
信
を
問

う
の
は
ど
う
か
。

Ａ　

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
住
居

系
の
既
存
建
築
物
の
98
％
以
上

が
12
ｍ
以
下
の
建
物
と
な
っ
て

い
る
こ
と
が
高
さ
制
限
12
ｍ
の

根
拠
で
す
。
良
好
な
住
環
境
を

維
持
す
る
た
め
に
妥
当
と
考
え

て
お
り
、
今
後
も
手
続
き
を
進

め
る
中
で
町
民
の
意
見
を
聞
い

て
い
き
ま
す
。
住
民
投
票
は
今

後
の
検
討
課
題
と
考
え
ま
す
。

年度
町税徴収実績

（％）
国民健康保険料
収納実績（％）

平成２２年度 ９８．４２ ９０．６３

平成２１年度 ９８．５０ ８９．４９

平成２０年度 ９８．７８ ９０．３７

平成１９年度 ９８．７３ ９１．０８

平成１８年度 ９９．０５ ９０．６６
（現年度分）

事業仕分けのようす

町内南側の街並み

補
助
金
の
あ
り
方 

ゼ
ロ
ベ
ー
ス
か
ら
の
見
直
し
を

新
　
生
　
・
　
ネ
　
ッ
　
ト

町
税
、
国
民
健
康
保
険
料
の
収
納
率
向
上
対
策
は

民
　
社
　
ク
　
ラ
　
ブ

高
度
地
区
指
定　

高
さ
制
限
12
ｍ
の
根
拠
は

湘
　
風
　
ク
　
ラ
　
ブ
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第１回
定例会

　
２
月
24
日
（
初
日
）
、
18
議
案
の
説
明
を
行
い
、
専
決
処
分
１
件
を
承
認
し
ま
し
た
。

　
２
月
28
日
（
２
日
目
）
に
は
、
初
日
に
提
案
説
明
を
行
っ
た
補
正
予
算
４
件
を
原
案
可
決

し
ま
し
た
。

　
３
月
23
日
（
最
終
日
）
に
は
、
常
任
委
員
会
に
付
託
し
た
議
案
７
件
を
原
案
可
決
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
追
加
提
案
さ
れ
た
人
事
案
件
１
件
を
同
意
し
、
委
員
会
提
出
議
案
２
件
を
原
案
可

決
し
、
意
見
書
案
３
件
は
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
提
出
議
案
な
ど

21
議
案
を
可
決

　

昨
年
９
月
よ
り
不
在
と
な
っ

て
い
た
副
町
長
に
、
木
内
氏
を

選
任
し
た
い
と
し
て
提
案
さ
れ
、

投
票
に
よ
る
採
決
の
結
果
、
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

　

木
内
氏
は
税
務
課
長
、
総
務

○
議
会
定
例
会
の
回
数
を
定
め

る
条
例
の
一
部
改
正

○
議
会
会
議
規
則
の
一
部
改
正

　
副
町
長
の
選
任

木き

内う
ち 

礼れ
い

次じ

郎ろ
う 

氏
を
同
意
　

　

平
成
23
年
３
月
に
提
出
さ
れ

た
障
害
基
礎
年
金
裁
定
請
求
書

　

本
定
例
会
で
は
、
補
正
予
算

４
件
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
主
な
内
容
は
、

広
域
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
建

設
に
係
る
交
付
金
の
追
加
、
子

ど
も
手
当
の
シ
ス
テ
ム
改
修
委

託
料
の
追
加
、
茅
ヶ
崎
市
焼
却

炉
の
修
繕
経
費
に
係
る
可
燃
ゴ

ミ
焼
却
業
務
委
託
料
の
追
加
及

び
各
事
業
費
確
定
に
伴
う
更
正

減
な
ど
で
す
。

【
主
な
質
疑
と
答
弁
】

Ｑ　

予
防
接
種
事
業
費
で
４
０ 

０
０
万
円
程
の
更
正
減
を
し
た

理
由
は
。

Ａ　

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
等
の
接
種
で
、
初
回
の
接
種

年
齢
に
よ
り
接
種
回
数
が
異
な

り
、
ま
た
単
独
接
種
や
ワ
ク
チ

ン
不
足
の
影
響
も
あ
り
、
見
込

み
に
達
し
な
か
っ

た
も
の
で
す
。

Ｑ　

旭
小
学
校
区

の
児
童
ク
ラ
ブ
の

開
設
時
期
が
遅
れ

て
い
る
が
、
現
在

の
進
捗
状
況
は
。

Ａ　

現
在
、
建
築

許
可
申
請
を
し
、

許
可
が
下
り
次
第
、

建
築
に
着
手
し
、

順
調
に
手
続
き
が

進
め
ば
、
秋
頃
の

完
成
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

Ｑ　

厳
し
い
財
政

状
況
の
中
、
予
算

化
し
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
多
く
の

執
行
残
が
あ
る
。

町
は
ど
の
よ
う
に

こ
の
減
額
を
捉
え

て
い
る
か
。

Ａ　

契
約
確
定
に

伴
う
執
行
残
は
好

ま
し
い
こ
と
だ
が
、

未
執
行
事
業
に
つ

い
て
は
、
事
業
内
容
を
十
分
精

査
し
、
次
年
度
で
対
処
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

委
員
会
提
出
議
案

補
正
予
算

補　正　予　算　額　表
会　計　区　分 補　正　前 補　正　額 補　正　後

一 般 会 計 150億5,576万3千円 △1億7,871万1千円 148億7,705万2千円

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険 事 業 54億9,834万0千円 159万8千円 54億9,993万8千円

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 5億9,697万2千円 − 5億9,697万2千円

下 水 道 事 業 14億  790万9千円 △3,406万2千円 13億7,384万7千円

介 護 保 険 事 業 22億5,511万3千円 516万3千円 22億6,027万6千円

(仮称)健康福祉総合センター 
用 地 取 得 事 業

7,832万6千円 − 7,832万6千円

合　　　計 248億9,242万3千円 △2億  601万2千円 246億8,641万1千円

木内礼次郎 氏

部
長
、
企
画
政
策
部
長
な
ど
を

歴
任
し
、
長
年
に
わ
た
り
行
政

に
携
わ
っ
て
き
た
方
で
あ
り
、

豊
富
な
知
識
と
経
験
を
生
か
し

て
、
今
後
の
町
の
発
展
に
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
２
議
案
は
、
議
会
が
主
導
的

か
つ
機
動
的
に
活
動
す
る
こ
と

に
よ
り
、
監
視
機
能
の
充
実
及

び
強
化
を
図
る
た
め
提
案
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
４
月
か
ら
通
年

議
会
の
導
入
に
伴
い
年
４
回
の

定
例
会
を
年
１
回
に
改
め
る
も

の
で
す
。
ま
た
、
会
議
規
則
は
、

条
例
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
条

文
の
整
理
を
図
る
も
の
で
す
。

専
決
処
分
の
承
認

を
保
険
年
金
課
職
員
が
故
意
に

放
置
し
た
こ
と
に
よ
り
、
年
金

受
給
開
始
時
期
が
著
し
く
遅
れ

た
た
め
、
本
来
受
給
で
き
た
期

間
に
係
る
当
該
年
金
相
当
額
及

び
遅
延
損
害
金
と
し
て
の
賠
償

額
が
確
定
し
た
た
め
専
決
処
分

さ
れ
た
も
の
で
す
。
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○
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　

非
常
勤
職
員
に
つ
い
て
、
仕

事
と
生
活
の
両
立
を
図
る
観
点

か
ら
、
育
児
休
業
等
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
た
め

提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

採
決
に
先
立
ち
、
「
育
児
休

業
等
の
取
得
に
つ
い
て
、
き
め

細
か
く
規
定
し
て
権
利
の
拡
大

を
し
た
こ
と
を
評
価
し
、
賛
成

と
す
る
が
、
育
児
休
業
取
得
が

で
き
る
よ
う
な
職
場
づ
く
り
を

ぜ
ひ
お
願
い
し
た
い
」
と
の
賛

成
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
主
な
質
疑
と
答
弁
】

Ｑ　

非
常
勤
職
員
が
育
児
休
業

を
取
得
し
た
場
合
の
対
応
は
。

Ａ　

臨
時
職
員
等
で
対
応
し
ま
す
。

Ｑ　

非
常
勤
職
員
の
育
児
休
業

中
の
給
与
補
償
は
。

Ａ　

休
業
中
は
無
給
で
す
が
、

雇
用
保
険
か
ら
育
児
休
業
給
付

金
と
し
て
50
％
は
補
償
さ
れ
ま
す
。

○
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　

町
の
財
政
状
況
に
か
ん
が
み
、

平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

25
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
、
管

理
職
員
以
外
の
職
員
の
給
料
の

月
額
２
％
を
減
額
す
る
も
の
で
す
。

　

採
決
に
先
立
ち
、
「
昨
年
に

引
き
続
き
の
減
額
で
あ
る
。
今

は
内
需
の
拡
大
に
向
け
て
動
く

べ
き
。
職
員
の
生
活
も
懸
念
さ

れ
る
」
と
の
反
対
討
論
と
「
大

変
厳
し
い
財
政
状
況
で
あ
り
、

町
は
職
員
の
志
気
低
下
は
な
い

と
言
っ
て
い
る
。
来
年
度
も
職

員
の
協
力
を
期
待
す
る
」
と
の

賛
成
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
主
な
質
疑
と
答
弁
】

Ｑ　

削
減
に
伴
う
影
響
額
は
。

Ａ　

１
人
当
た
り
で
、
年
額
約

８
万
円
、
月
額
約
６
６
０
０
円

の
減
額
と
な
り
ま
す
。
今
回
の

改
正
で
は
、
総
額
約
２
４
２
４ 

万
円
で
す
。

Ｑ　

こ
の
間
の
給
与
削
減
で
職

員
の
志
気
は
保
た
れ
て
い
る
か
。

Ａ　

町
民
に
も
事
業
の
見
直
し

等
で
負
担
を
し
て
も
ら
っ
て
お

り
、
こ
れ
以
上
の
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
を
さ
せ
な
い
よ
う
職
員
全

体
で
取
り
組
む
も
の
で
、
職
員

は
十
分
理
解
し
て
お
り
ま
す
。

Ｑ　

こ
の
２
％
減
は
、
１
年
間

変
わ
ら
な
い
で
い
く
の
か
。

Ａ　

本
条
例
の
一
部
改
正
内
容

は
、
４
月
か
ら
で
す
。
そ
れ
以

降
の
給
与
削
減
に
つ
い
て
は
、

関
係
団
体
と
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

○
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
公
共
団
体
の
手
数
料
の

標
準
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
条
文
の
整
理
を
図

る
た
め
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

め
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

【
主
な
質
疑
と
答
弁
】

Ｑ　

将
来
的
な
手
当
の
見
直
し

は
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ　

扶
助
費
も
年
々
増
え
て
お

り
、
ま
た
、
今
後
サ
ー
ビ
ス
も

充
実
す
れ
ば
削
減
又
は
廃
止
を

し
、
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費

等
に
充
て
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　

介
護
保
険
の
第
１
号
被
保
険

者
に
係
る
保
険
料
率
を
改
訂
す

る
た
め
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
平
成
24
年
度

か
ら
平
成
26
年
度
ま
で
の
各
年

度
に
お
け
る
保
険
料
率
を
改
訂

す
る
も
の
で
す
。

　

採
決
に
先
立
ち
、
「
基
金
の

取
り
崩
し
は
当
然
の
こ
と
で
あ

り
、
取
り
崩
し
を
し
て
も
３
年

後
の
値
上
げ
構
想
は
明
ら
か
で

あ
る
。
町
民
の
生
活
は
ま
す
ま

す
厳
し
く
な
る
」
と
の
反
対
討

論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
主
な
質
疑
と
答
弁
】

Ｑ　

介
護
給
付
費
準
備
基
金
を

８
０
０
万
円
程
追
加
し
て
充
て

れ
ば
、
現
在
の
介
護
保
険
料
と

同
額
に
な
る
の
で
は
。

Ａ　

次
回
の
介
護
保
険
料
の
改

訂
時
や
今
後
の
介
護
認
定
者
の

【
主
な
質
疑
と
答
弁
】

Ｑ　

追
加
さ
れ
た
浮
き
蓋
付
の

特
定
屋
外
貯
蔵
タ
ン
ク
は
、
町

内
に
あ
る
の
か
。

Ａ　

町
内
に
は
、
あ
り
ま
せ
ん
。

○
町
立
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
条
例
の
一
部
改
正

　

障
害
者
自
立
支
援
法
及
び
児

童
福
祉
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

条
文
の
整
理
を
図
る
た
め
提
案

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
根
拠
法
を
障

害
者
自
立
支
援
法
か
ら
児
童
福

祉
法
に
改
め
、
事
業
の
名
称
を

変
更
す
る
も
の
で
す
。

【
主
な
質
疑
と
答
弁
】

Ｑ　

発
達
障
が
い
児
へ
の
早
期

の
支
援
対
策
や
現
状
の
把
握
は
。

Ａ　

発
達
障
が
い
児
以
外
に
医

療
的
ケ
ア
が
必
要
な
障
が
い
児

も
現
在
看
護
師
を
雇
い
支
援
し

て
お
り
ま
す
。
相
談
件
数
も

年
々
増
え
て
お
り
、
現
体
制
の

中
で
ぎ
り
ぎ
り
で
実
施
し
て
い

る
状
況
で
す
。

Ｑ　

改
正
に
伴
う
利
用
者
負
担
は
。

Ａ　

現
行
と
同
様
で
す
。

○
在
宅
重
度
障
害
者
等
福
祉
手

当
支
給
条
例
の
一
部
改
正

　

介
護
保
険
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
条
文
の
整
理
を
図
る
た

増
加
等
も
考
慮
し
、
見
直
し
検

討
委
員
会
に
諮
っ
た
上
で
保
険

料
を
改
訂
し
た
も
の
で
す
。

○
火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正

　

危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
政

令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
所
要

の
措
置
を
講
ず
る
た
め
提
案
さ

れ
た
も
の
で
す
。

【
主
な
質
疑
と
答
弁
】

Ｑ　

条
例
改
正
に
伴
う
経
過
措

置
内
容
は
。

Ａ　

指
定
数
量
未
満
の
新
た
な

危
険
物
を
貯
蔵
、
ま
た
は
取
り

扱
う
場
所
の
配
管
、
内
装
容
器

の
標
示
、
位
置
、
構
造
等
に
つ

い
て
、
一
定
の
基
準
の
も
と
経

過
措
置
を
設
け
る
も
の
で
す
。

委
員
会
審
査

― 

議
案
の
概
要 

―

　
本
定
例
会
で
は
委
員
会
に
対
し
、
議
案
７
件
が
付
託
さ

れ
ま
し
た
。

　
３
月
23
日
（
最
終
日
）
に
は
、
委
員
長
よ
り
審
査
報
告

が
行
わ
れ
、
委
員
会
審
査
同
様
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
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◇
医
師
・
看
護
師
・
介
護
職
員

の
大
幅
増
員
と
夜
勤
改
善
で
安

全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
を
願
う
陳

情
書

　

平
成
23
年
10
月
に
提
出
さ
れ
、

継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
本
陳

情
は
、
審
査
の
中
で
「
医
療
従

事
者
の
法
令
に
基
づ
く
労
働
勤

務
状
況
に
つ
い
て
」
や
「
看
護

師
の
不
足
に
対
す
る
県
の
対
策

に
つ
い
て
」
な
ど
の
質
疑
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
採
決
に
先
立
ち
、「
県

は
看
護
師
等
の
不
足
を
深
刻
に

捉
え
て
対
策
を
講
じ
、
改
善
し

て
き
て
い
る
。
社
会
保
障
予
算

を
増
や
し
て
も
従
事
者
の
負
担

は
変
わ
ら
な
い
」
と
の
反
対
討

論
と
、
「
医
療
従
事
者
の
労
働

条
件
は
大
変
厳
し
く
、
医
師
が

疲
れ
て
い
て
は
医
療
の
安
全
性

は
確
保
で
き
な
い
。
医
療
従
事

者
を
増
員
し
負
担
を
減
ら
す
べ

き
」、「
税
金
で
ど
こ
ま
で
負
担

す
る
か
と
い
う
問
題
点
は
あ
る

が
、
現
状
医
師
等
は
不
足
し
て

い
る
。
介
護
職
員
の
職
場
・
労

働
条
件
を
改
善
し
な
け
れ
ば
、

子
育
て
を
し
て
い
る
人
は
介
護

職
に
就
け
な
い
現
状
も
あ
る
。

国
と
し
て
改
善
策
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
」
と
の
賛
成
討
論
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
不
採
択
と
な

り
ま
し
た
。

　
本
定
例
会
で
は
、
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
陳
情
１
件

が
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　
３
月
23
日
（
最
終
日
）
に
採
決
が
行
わ
れ
、
不
採
択
と

な
り
ま
し
た
。 請

願

 

陳
情
の

  
審
査
結
果

第２回
定例会

4月会議

　
第
２
回
定
例
会
４
月
会
議
が
４
月
９
日
に
開
か
れ
、「
通
年
議
会
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
第
２
回
定
例
会
は
４
月
９
日
か
ら
12
月
28
日
ま
で
の
２
６
４
日
間
と
な
り
ま
す
。

　
本
定
例
会
４
月
会
議
で
は
、
３
議
案
の
提
案
説
明
が
行
わ
れ
、
専
決
処
分
１
件
を
承
認
、

人
事
案
件
１
件
を
同
意
、
議
案
１
件
を
原
案
可
決
し
、
休
会
と
な
り
ま
し
た
。

補
正
予
算
・
人
事
案
件
な
ど

３
議
案
を
可
決

　

こ
れ
ま
で
評
価
員
を
勤
め
て

き
た
木
内
礼
次
郎
氏
の
辞
任
に

伴
い
、
現
総
務
部
長
の
柏
氏
を

新
た
に
選
任
し
た
い
と
し
て
提

案
さ
れ
、
投
票
に
よ
る
採
決
の

結
果
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

○
町
税
条
例
の
一
部
改
正

　

平
成
24
年
度
税
制
改
正
に
よ

る
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
、
本
条

例
を
一
部
改
正
す
る
た
め
専
決

　
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任

柏
か
し
わ 

幸ゆ
き
の
ぶ伸 

氏
を
同
意
　

処
分
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
固
定
資
産
税

の
課
税
標
準
額
を
求
め
る
計
算

方
式
で
あ
る
、
負
担
調
整
措
置

方
式
を
平
成
26
年
度
ま
で
継
続

す
る
も
の
で
す
。

○
平
成
24
年
度
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

主
な
内
容
は
、
平
成
18
年
度

に
委
託
設
計
し
た
小
動
幹
線
枝

設
計
で
会
計
検
査
時
の
国
や
県

の
指
導
に
基
づ
い
て
、
耐
震
設

計
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
安
全

で
安
価
な
施
工
方
法
を
検
討
す

る
た
め
に
修
正
設
計
す
る
も
の

で
す
。

　

本
事
業
は
、
本
来
平
成
23
年

度
事
業
で
し
た
が
、
委
託
業
者

よ
り
３
月
23
日
の
予
備
検
査
時

に
成
果
物
の
提
出
が
な
く
、
３

月
26
日
に
執
行
不
可
能
と
の
意

思
表
示
が
あ
り
、
３
月
27
日
付

け
で
委
託
業
務
続
行
不
能
に
つ

い
て
の
届
出
書
が
提
出
さ
れ
た

た
め
、
３
月
28
日
付
け
で
契
約

解
除
を
し
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
補
正
予
算
の
議
決
後
、

再
度
入
札
に
よ
り
設
計
を
委
託

す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
そ
の
完
了
後
に
、
当

該
部
分
の
工
事
を
執
行
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

【
主
な
質
疑
と
答
弁
】

Ｑ　

委
託
業
者
へ
の
罰
則
は
。

Ａ　

契
約
書
の
条
文
に
明
記
の

と
お
り
、
違
約
金
と
し
て
契
約

金
額
の
10
％
を
支
払
う
よ
う
業

者
に
通
知
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

今
後
、
こ
の
業
者
が
入
札

し
て
き
た
場
合
の
対
応
は
。

Ａ　

６
カ
月
間
の
指
名
停
止
処

分
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後

は
町
と
し
て
も
厳
し
い
対
応
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

Ｑ　

今
後
は
、
全
庁
的
に
再
発

防
止
と
し
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
す

る
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
。

Ａ　

複
数
の
職
員
が
確
認
で
き

る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、

ま
た
各
担
当
と
も
調
整
し
な
が

ら
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
が
で
き
る

よ
う
検
討
し
ま
す
。

Ｑ　

今
後
、
同
様
な
契
約
が
な

い
よ
う
、
詳
細
な
部
分
に
も
配

慮
し
な
が
ら
事
業
を
執
行
し
て

い
く
べ
き
で
は
。

Ａ　

今
後
、
各
業
務
を
行
う
に

あ
た
っ
て
は
、
契
約
条
項
の
内

容
等
を
是
正
し
て
い
き
な
が
ら
、

改
善
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

Ｑ　

今
後
の
改
善
策
は
。

Ａ　

今
後
の
対
処
方
法
と
し
て
、

定
期
的
に
履
行
報
告
書
及
び
作

業
経
過
内
容
物
の
提
出
等
を
義

務
づ
け
、
再
発
防
止
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

補
正
予
算

専
決
処
分
の
承
認
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町
総
合
計
画
２
０
２
０
プ
ラ

ン
後
期
基
本
計
画
（
案
）
の
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
が
平
成
23

年
８
月
に
実
施
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
[1]
明
日
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
育
成
、
[2]
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
、

[3]
地
域
の
絆
づ
く
り
、
[4]
い
き

い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
、

[5]
活
力
あ
る
産
業
の
育
成
、
[6]

豊
か
な
自
然
の
保
全
の
６
つ
の

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
加
わ
っ

た
。
町
長
公
約
で
あ
り
、
実
施

計
画
で
は
重
点
施
策
に
位
置
づ

け
て
い
る
が
具
体
的
な
事
業
と

財
源
の
見
込
み
に
つ
い
て
問
う
。

　

①
町
長
は
総
合
計
画
に
具
現

性
、
実
現
性
の
な
い
も
の
は
位

置
付
け
し
な
い
方
針
で
あ
る
が
、

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
必
要
性

は
何
か
。
ま
た
、
い
つ
ま
で
に

実
現
さ
せ
る
の
か
。

　

②
[1]
明
日
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
育
成
の
目
的
は

学
力
の
向
上
だ
が
、
町
は
国
・

県
の
平
均
以
下
で
あ
る
。
原
因

の
分
析
が
必
要
と
考
え
る
が
、

分
析
は
行
っ
た
の
か
。

　

③
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
町
総
合
計
画
と
の
整
合

性
と
実
現
性
の
裏
付
け
と

な
る
財
源
の
確
保
は
。

　

町
長　

①
重
点
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
位
置
付
け
る
こ

と
で
、
総
花
的
な
総
合
計

画
か
ら
の
脱
却
を
図
り
、

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を

明
確
に
し
ま
し
た
。
ま

た
、
位
置
付
け
に
よ
り
、

重
点
施
策
に
対
し
限
ら
れ

た
財
源
を
効
率
的
、
効
果
的
に

配
分
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
ま
す
。
さ
ら
に
、
予
算
の
重

点
配
分
を
ど
の
よ
う
に
行
う
の

か
、
町
民
の
皆
様
に
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
も
必
要
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

　

②
確
か
な
学
力
を
身
に
付
け

さ
せ
る
た
め
に
施
設
整
備
だ
け

で
な
く
、
支
え
る
側
の
体
制
の

充
実
も
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
分
析
に
つ
い
て
は
長
期

的
、
総
合
的
に
取
り
組
み
た
い

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

③
各
分
野
別
計
画
か
ら
特
に

重
点
的
に
進
め
る
施
策
を
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
抜
粋
し

て
い
ま
す
の
で
、
総
合
計
画
と

の
整
合
性
は
保
た
れ
て
い
ま
す
。

　

税
収
等
の
大
幅
な
増
額
は
望

め
ず
、
今
後
の
町
政
運
営
は
さ

ま
ざ
ま
な
選
択
を
迫
ら
れ
ま
す
。

後
期
基
本
計
画
に
位
置
付
け
ら

れ
た
施
策
を
推
進
す
る
た
め
に

は
、
財
政
状
況
を
見
据
え
、
施

策
実
現
に
向
け
た
財
源
の
裏
付

け
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

企
画
政
策
部
長　

①
後
期
基

本
計
画
の
計
画
期
間
で
あ
る
平

成
32
年
度
ま
で
の
９
年
間
で
実

施
し
ま
す
。

後
期
基
本
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
た

　
　
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は

 

柳
　
下
　
雅
　
子
　
議
員

女
性
の
視
点
か
ら
の

防
災
対
策
を
早
急
に
図
れ

 

太
田
　
真
奈
美
　
議
員

　

国
の
防
災
基
本
計
画
に
「
女

性
の
参
画
・
男
女
双
方
の
視

点
」
が
盛
り
込
ま
れ
、
平
成
20

年
に
は
「
政
策
決
定
過
程
に
お

け
る
女
性
の
参
加
」
が
明
記
さ

れ
た
。

　

し
か
し
、
昨
年
の
東
日
本
大

震
災
で
は
、
着
替
え
る
場
所
が

な
い
、
授
乳
ス
ペ
ー
ス
が
な
い

な
ど
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

ま
た
、
女
性
な
ら
で
は
の
支
援

物
資
の
不
足
も
目
立
ち
、
改
め

て
女
性
の
視
点
の
大
切
さ
が
浮

き
彫
り
に
な
っ
た
。
今
、
町
が

見
直
し
て
い
る
町
防
災
計
画
の

の
ニ
ー
ズ
の
違
い
等
、
男
女
双

方
の
視
点
に
十
分
配
慮
す
る
こ

と
を
明
記
し
ま
し
た
。

　

③
平
成
24
年
度
か
ら
は
避
難

所
を
中
心
と
し
た
防
災
訓
練
を

実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
Ｈ
Ｕ
Ｇ
訓
練

を
取
り
入
れ
、
実
際
に
避
難
所

を
運
営
し
た
中
で
さ
ま
ざ
ま
な

検
討
を
し
て
い
き
ま
す
。

防
災
拠
点
と
な
る
　
　

学
校
施
設
の
機
能
向
上

　

多
く
の
学
校
が
避
難
所
に
指

定
さ
れ
て
い
る
が
、
防
災
機
能

の
向
上
と
非
構
造
部
材
の
耐
震

化
が
課
題
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、

小
・
中
学
校
の
現
状
と
今
後
の

計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

　

町
長　

平
成
22
年
度
で
小
・

中
学
校
、
す
べ
て
の
耐
震
化
工

事
は
終
了
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
非
構
造
部
材
の
耐
震
化
で

は
、
窓
ガ
ラ
ス
に
つ
い
て
は
強

化
ガ
ラ
ス
へ
の
変
更
や
飛
散
防

止
フ
ィ
ル
ム
貼
付
を
実
施
済
み

で
す
が
、
天
井
材
、
内
外
装
材
、

照
明
器
具
等
は
未
実
施
で
す
。

今
後
、
財
政
状
況
を
勘
案
し
な

が
ら
順
次
進
め
て
い
き
ま
す
。

中
で
、
女
性
の
視
点
を
反
映
す

べ
き
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
次

の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

　

①
町
防
災
会
議
へ
の
女
性
登

用
に
つ
い
て
。

　

②
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
女
性
の
視
点
か
ら
の
対
策
を

明
記
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

③
広
域
避
難
場
所
ご
と
に
避

難
所
運
営
ゲ
ー
ム
（
Ｈ
Ｕ
Ｇ
訓

練
）
を
導
入
し
、
防
災
訓
練
を

実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

町
長　

①
町
で
は
女
性
の
社

会
参
加
を
進
め
る
た
め
各
審
議

会
等
へ
の
女
性
委
員
の
登
用
を

促
進
し
て
い
ま
す
が
、
ま

だ
少
な
い
状
況
で
す
。
防

災
対
策
に
つ
い
て
も
女
性

の
視
点
か
ら
の
意
見
を
反

映
さ
せ
る
た
め
に
も
参
加

を
促
し
て
い
き
ま
す
。

　
総
務
部
長　

②
避
難
所

で
は
、
女
性
の
目
線
で
の

対
策
が
特
に
必
要
で
あ
る

と
承
知
し
て
い
ま
す
。
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
中
に
も
男
女

人権・男女共同参画講演会のようす

■ 一般質問　議員11人が町政を問う
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校
庭
、
園
庭
等
の
芝
生
化
で

子
ど
も
の
健
全
育
成
を
図
れ

 

杉
　
㟢
　
隆
　
之
　
議
員

　

木
村
町
長
は
、
施
政
方
針
で

町
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え
方

と
し
て
、
大
局
的
に
着
眼
し
な

が
ら
確
実
に
で
き
る
と
こ
ろ
か

ら
着
手
す
る
「
着
眼
大
局
、
着

手
小
局
」
で
進
め
た
い
と
考
え

を
述
べ
て
い
る
。
施
政
方
針
の

中
か
ら
、
次
の
４
点
に
つ
い
て

施
策
展
開
の
充
実
を
問
う
。

　

①
「
地
域
の
せ
ん
せ
い
」
ふ

れ
あ
い
推
進
事
業
創
設
の
狙
い

は
何
か
。
ま
た
、
地
域
の
人
材

活
用
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　

②
「
特
別
支
援
学
級
」
一
人

ひ
と
り
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
の
把

握
と
環
境
整
備
と
充
実
に
向
け

　

子
ど
も
た
ち
の
運
動
能
力
の

低
下
傾
向
な
ど
が
懸
念
さ
れ
る

中
、
学
校
や
保
育
園
な
ど
の
教

育
環
境
を
考
え
る
上
で
、
校
庭

等
の
芝
生
化
は
大
変
効
果
が
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
以
前
に

も
質
問
し
た
が
、
そ
の
後
の
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

　

①
近
隣
で
芝
生
化
が
順
次
進

む
中
、
な
ぜ
町
は
寒
川
東
中
学

校
の
中
庭
だ
け
で
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
は
１
校
も
芝
生
化
に
し
な
い

の
か
。

　

②
子
ど
も
が
体
を
動
か
す
楽

し
さ
や
基
本
動
作
を
覚
え
る
貴

重
な
場
所
と
し
て
、
保
育
園
芝

た
い
事
や
、
登
下
校
の
安
全
等

の
観
点
か
ら
、
平
成
21
年
度
よ

り
条
件
が
整
っ
た
学
校
か
ら
開

設
し
て
お
り
、
今
後
も
教
育
の

充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

③
保
健
師
有
資
格
者
職
員
が
、

新
生
児
乳
児
訪
問
と
併
せ
て
家

庭
を
訪
問
し
、
育
児
に
関
す
る

悩
み
等
の
把
握
に
努
め
て
い
ま

す
。

　

④
自
殺
の
サ
イ
ン
に
い
ち
早

く
気
づ
き
、
専
門
機
関
へ
つ
な

げ
る
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
研

修
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

教
育
長　

②
支
援
学
級
は
経

験
の
あ
る
先
生
に
担
当
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
各
学
校
に

１
名
ず
つ
配
置
さ
れ
て
お
り
、

補
助
員
の
必
要
日
数
は
確
保
で

き
て
い
ま
す
。

　

健
康
福
祉
部
長　

④
町
で
は

毎
年
10
名
近
く
の
方
が
自
殺
に

よ
り
尊
い
命
を
落
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
対
策
担
当
参
事

　

③
子
育
て
支
援
交
付
金
を
活

用
し
、
保
健
師
の
人
件
費
に
充

当
を
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

養
育
支
援
訪
問
に
つ
な
げ
た
い

と
考
え
ま
す
。

　

②
多
く
の
参
拝
客
が
訪
れ
る

寒
川
神
社
を
全
面
的
に
出
し
、

町
内
の
食
事
処
や
棒
コ
ロ
の
Ｐ

Ｒ
も
し
た
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、

参
拝
客
を
観
光
客
へ
と
変
え
る

よ
う
な
施
策
が
必
要
で
は
。

　

③
町
の
Ｐ
Ｒ
手
段
と
し
て
、

観
光
大
使
の
任
命
や
、
ゆ
る
キ

ャ
ラ
を
作
る
考
え
は
。

　

町
長　

①
町
は
、
長
期
計
画

と
し
て
新
・
川
と
文
化
の
ま
ち

づ
く
り
計
画
を
基
本
に
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
が
、
提
案
さ
れ

た
寒
川
神
社
東
参
道
ま
ち
づ
く

り
構
想
案
も
含
め
、
今
後
の
展

開
を
ど
う
進
め
る
べ
き
か
考
え

て
い
き
ま
す
。

　

町
民
環
境
部
長　

②
寒
川
神

社
の
行
事
発
信
に
つ
い
て
は
、

県
観
光
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
町
観
光
協
会
発
行
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
で
Ｐ
Ｒ
を
し
て
お
り
ま

す
が
、
参
拝
客
が
町
内
に
滞
在

す
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
も

研
究
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

③
観
光
大
使
を
任
命
す
る
場

合
に
は
、
町
に
縁
の
あ
る
有
名

人
を
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
に
つ
い
て

は
棒
コ
ロ
応
援
団
長
の
コ
ロ
棒

で
検
討
し
て
い
る
状
況
で
す
。

専
門
性
の
高
い
教
員
、
補
助
員
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
は
。

　

③
「
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
」

事
業
の
目
的
と
取
り
組
み
は
。

ま
た
、
補
助
金
の
活
用
や
、
相

談
・
ニ
ー
ズ
か
ら
今
後
新
た
な

施
策
展
開
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　

④
10
年
以
上
連
続
し
て
、

３
万
人
を
越
え
る
方
が
自
殺
で

命
を
落
と
し
て
い
る
。
国
の
自

殺
対
策
強
化
月
間
の
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
は
「
あ
な
た
も
ゲ
ー

ト
キ
ー
パ
ー
宣
言
！
」
で
あ
る
。

自
殺
対
策
に
対
す
る
町
の
取
り

組
み
と
自
殺
者
の
実
態
は
ど
う

か
。

　

町
長　

①
地
域
の
教
育
力
を

生
か
し
、
授
業
や
課
外
活
動
の

充
実
を
目
指
し
て
い
く
も
の
で

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
、
知
識

や
技
能
を
有
し
て
い
る
方
々
に

「
地
域
の
せ
ん
せ
い
」
と
し
て

関
わ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

り
教
育
効
果
を
高
め
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

　

②
保
護
者
の
地
域
で
学
ば
せ

生
化
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　

町
長　

①
緑
化
推
進
や
体
力

向
上
な
ど
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
ま
す

が
、
学
校
で
は
水
や
り
や
除
草

作
業
に
苦
慮
し
て
い
る
と
聞
い

て
い
ま
す
。

　

②
園
庭
の
芝
生
化
は
、
先
進

市
の
導
入
状
況
や
そ
の
成
果
、

保
護
者
な
ど
の
協
力
体
制
が
得

ら
れ
る
か
も
含
め
、
総
合
的
に

判
断
し
な
が
ら
、
芝
生
化
が
可

能
と
な
る
手
立
て
を
探
っ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

教
育
次
長　

①
当
面
は
、
寒

川
東
中
学
校
の
状
況
を
見
な
が

ら
、
課
題
等
を
整
理
し
た
後
に

校
庭
の
芝
生
化
に
つ
い
て
は
検

討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

滞
在
型
観
光
施
策
の
推
進
で

　
地
域
経
済
の
活
性
化
を

　

①
商
工
会
か
ら
寒
川
神
社
東

参
道
ま
ち
づ
く
り
構
想
が
提
案

さ
れ
た
が
、
町
長
の
考
え
は
。

住
民
生
活
に
光
を
そ
そ
ぐ
交
付
金

事
業
充
実
へ
施
策
展
開
を
図
れ
！

 

海
老
根
　
照
　
子
　
議
員
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食
品
の
放
射
能
汚
染
が
心
配

さ
れ
お
り
、
そ
の
中
で
も
学
校

給
食
へ
の
対
応
が
急
務
で
あ
る
。

　

①
一
般
の
食
品
や
学
校
給
食

の
放
射
線
量
調
査
を
行
な
っ
て

い
る
県
内
の
自
治
体
数
は
。

　

②
国
・
県
の
動
向
に
つ
い
て
。

　

③
藤
沢
市
で
は
学
校
給
食
の

食
材
調
査
を
毎
日
行
い
、
茅
ヶ

崎
市
で
は
測
定
室
を
設
置
し
、

市
民
が
い
つ
で
も
測
定
で
き
る

体
制
を
つ
く
っ
た
。
子
ど
も
の

安
全
を
守
る
立
場
か
ら
町
独
自

に
測
定
で
き
る
体
制
を
整
え
る

べ
き
と
考
え
る
が
町
の
考
え
は
。

　

①
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の

普
及
促
進
計
画
は
ど
の
よ
う
か
。

　

②
原
発
依
存
を
や
め
る
観
点

か
ら
、
電
力
供
給
元
を
切
り
替

え
る
考
え
は
。

　

③
県
は
太
陽
光
以
外
の
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
計
画
も
出

し
て
い
る
。
相
模
川
左
岸
用
水

な
ど
で
小
水
力
発
電
の
研
究
を

進
め
、
町
お
こ
し
に
つ
な
げ
る

こ
と
も
で
き
る
。
町
の
考
え
は
。

　

町
長　

①
平
成
21
年
度
よ
り
、

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

の
設
置
に
対
す
る
補
助
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
で
は
、

神
奈
川
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー

構
想
と
し
て
省
エ
ネ
、
蓄
エ
ネ

を
総
合
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

町
民
環
境
部
長　

②
特
定
規

模
電
気
事
業
者
の
導
入
は
、
今

年
度
の
節
電
状
況
や
電
力
使
用

状
況
を
勘
案
し
た
中
で
、
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

③
広
域
的
に
は
今
後
、
バ
イ

オ
マ
ス
の
研
究
等
も
始
め
る
状

況
に
あ
り
ま
す
。
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
県

と
の
連
携
も
含
め
、
将
来
性
の

あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
掘
り
起
こ

し
を
研
究
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
ま
す
。

　

町
長　

③
安
全
な
食
材
の
確

保
に
は
最
優
先
で
対
応
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
後
も
国

や
県
の
安
全
基
準
に
照
ら
し
合

わ
せ
な
が
ら
適
切
に
対
応
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

教
育
次
長　

①
独
自
に
検
査

を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
は
試

行
も
含
め
16
自
治
体
で
す
。

　

②
国
の
安
全
、
安
心
の
た
め

の
学
校
給
食
環
境
整
備
事
業
を

受
け
、
県
で
は
放
射
線
検
査
機

器
の
購
入
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

③
今
後
、
県
で
購
入
予
定
の

放
射
線
検
査
機
器
を
有
効
に
活

用
し
、
食
材
の
放
射
能
濃
度

の
測
定
を
行
い
た
い
と
考
え

ま
す
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
促
進

　
に
つ
い
て
、
町
の
考
え
は

　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
「
県

と
連
携
し
た
活
用
促
進
」
に

つ
い
て
来
年
度
の
計
画
を
伺

う
。

　

町
の
行
政
改
革
に
つ
い
て
伺

う
。

　

①
職
員
の
給
与
カ
ッ
ト
は
そ

の
場
し
の
ぎ
の
施
策
に
思
え
て

な
ら
な
い
。
計
画
的
に
職
員
の

定
数
を
削
減
し
、
中
長
期
的
に

人
件
費
を
抑
制
す
る
方
が
効
果

的
と
考
え
る
が
。

　

②
各
部
署
で
作
ら
れ
る
さ
ま

ざ
ま
な
計
画
の
度
に
外
部
の
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
ア
ン
ケ
ー
ト

の
取
り
ま
と
め
や
計
画
書
の
作

成
な
ど
委
託
し
て
い
る
が
、
外

部
委
託
は
本
当
に
必
要
な
の
か
。

　

③
定
数
削
減
や
外
部
委
託
費

用
を
抑
制
す
る
た
め
に
は
、
業

務
の
見
直
し
が
必
要
と
思
わ
れ

る
が
、
現
在
の
取
り
組
み
と
今

後
の
方
針
は
。

　

町
長　

①
現
在
の
職
員
数
が

適
正
な
事
務
事
業
の
執
行
に
当

た
り
、
真
に
必
要
か
つ
十
分
な

も
の
で
あ
る
か
常
に
評
価
し
、

必
要
に
応
じ
て
随
時
見
直
し
を

行
い
人
件
費
の
適
正
化
に
つ
な

げ
て
い
き
ま
す
。

Ｄ
化
に
つ
い
て
は
。

　

③
町
に
立
地
す
る
工
場
の
屋

根
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置
を
要

請
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

　

町
長　

①
住
宅
用
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
の
拡
充

を
進
め
る
と
と
も
に
、
設
置
補

助
以
外
の
施
策
実
施
の
可
能
性

に
つ
い
て
も
研
究
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

③
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
に

つ
い
て
は
、
今
後
情
報
収
集
を

し
な
が
ら
、
具
体
的
に
実
施
が

で
き
る
か
国
及
び
県
の
動
向
も

合
わ
せ
て
研
究
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

総
務
部
長　

②
蛍
光
灯
の
在

庫
が
切
れ
る
段
階
で
検
討
を
し

て
い
く
考
え
で
す
。

　

②
計
画
策
定
に
か
か
る
業
務

量
の
問
題
や
専
門
性
の
観
点
か

ら
外
部
の
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
活
用

し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
そ

の
必
要
性
を
十
分
精
査
し
、
職

員
だ
け
で
行
え
る
も
の
は
、
極

力
職
員
で
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

③
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま

え
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
保
ち
な

が
ら
、
事
業
内
容
を
見
直
す
と

と
も
に
、
平
成
24
年
度
か
ら
の

第
５
次
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ

き
、
業
務
改
善
等
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

町
が
率
先
し
て
環
境
負
荷
の

　
低
減
策
を
実
施
す
べ
き

　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
施
策

に
つ
い
て
伺
う
。

　

①
県
に
お
い
て
も
太
陽
光
パ

ネ
ル
な
ど
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
促
進
策
が
取
ら
れ
て
い
る

が
、
町
の
取
り
組
み
状
況
は
。

　

②
環
境
負
荷
の
低
減
と
し
て
、

公
共
施
設
の
照
明
器
具
の
Ｌ
Ｅ

学
校
給
食
食
材
の
放
射
能

測
定
に
つ
い
て
、
町
の
考
え
は

 

喜
多
村
　
出
　
議
員

職
員
の
給
与
カ
ッ
ト
で
は
な
く

職
員
数
を
削
減
で
き
な
い
の
か

 

小
　
栗
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地
域
主
体
で
町
民
参
加
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
て
い
る

町
長
が
目
指
す
「
絆
」
社
会
を

実
現
す
る
た
め
の
政
策
を
伺
う
。

　

①
審
議
会
等
に
参
加
す
る
町

民
の
方
々
か
ら
、
提
案
し
た
意

見
が
活
か
さ
れ
て
い
な
い
と
の

声
が
あ
る
。
職
員
は
、
自
治
基

本
条
例
の
精
神
で
業
務
に
取
り

組
ん
で
い
る
の
か
。

　

②
町
内
に
は
自
治
会
を
は
じ

め
と
し
た
活
動
団
体
が
あ
る
が
、

団
体
間
で
の
連
携
な
ど
、
地
域

活
動
は
進
ん
で
い
る
の
か
。
ま

れ
の
立
場
で
活
動
す
る
と
と
も

に
、
互
い
に
つ
な
が
り
を
持
ち
、

補
完
し
合
う
こ
と
に
よ
り
さ
ら

に
大
き
な
力
を
発
揮
す
る
も
の

で
す
。
将
来
的
に
は
地
域
団
体

同
士
の
交
流
の
機
会
を
設
け
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

す
ぐ
に
補
助
金
の
交
付
と
い
う

考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
、

仕
組
み
を
つ
く
り
上
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

③
職
員
が
ま
ち
づ
く
り
懇
談

会
や
団
体
間
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
役
と
な
っ
て
地
域
に
入
り
、

地
域
の
一
員
と
し
て
活
動
す
る

ほ
か
、
地
域
と
行
政
と
の
パ
イ

プ
役
と
し
て
の
役
割
を
想
定
し

て
い
ま
す
。

　

④
ま
ち
づ
く
り
は
地
域
と
住

民
の
参
画
、
賛
同
が
な
く
て
は

進
ま
な
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

成
果
が
出
て
い
な
か
っ
た
と
い

う
反
省
を
踏
ま
え
、
絆
を
基
本

に
今
後
は
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

⑤
自
治
基
本
条
例
の
趣
旨
に

沿
っ
て
進
め
て
い
く
こ
と
が
基

本
と
な
り
ま
す
。

　

町
民
環
境
部
長　

④
常
に
行

政
と
し
て
町
民
の
声
を
聞
い
て

い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

た
、
新
規
団
体
を
支
援
す
る
た

め
の
補
助
金
や
制
度
の
整
備
が

求
め
ら
れ
て
い
る
が
そ
の
考
え

は
あ
る
の
か
。

　

③
地
域
担
当
職
員
制
度
の
導

入
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　

④
初
期
の
総
合
計
画
の
頃
か

ら
町
民
参
加
を
進
め
て
い
る
が
、

町
民
の
満
足
度
は
向
上
し
て
い

な
い
。
こ
の
結
果
に
つ
い
て
検

証
を
行
っ
て
き
た
の
か
。

　

⑤
各
種
計
画
の
策
定
に
当
た

っ
て
は
、
町
民
の
多
様
な
参
加

が
必
要
だ
と
考
え
る
。
行
政
の

提
案
に
対
す
る
意
見
を
求

め
る
の
で
は
な
く
、
町
民

参
画
を
推
進
す
る
考
え
は

あ
る
の
か
。

　

町
長　

①
自
治
基
本
条

例
は
、
町
の
最
高
規
範
で

あ
り
、
内
容
に
つ
い
て
研

修
も
行
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
職
員
は
熟
知
し
て
い

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

②
各
団
体
が
持
て
る
力

を
十
分
発
揮
し
、
そ
れ
ぞ

　

①
格
差
と
貧
困
が
広
が
る
中
、

医
療
費
の
支
払
い
が
困
難
な
世

帯
が
増
え
て
い
る
。
町
で
は
よ

う
や
く
、
医
療
費
の
自
己
負
担

分
を
減
免
す
る
制
度
が
制
定
さ

れ
た
が
、
そ
の
概
要
は
。

　

②
対
象
世
帯
の
年
収
を
、
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
で
示
さ
れ
た
い
。

③
申
請
か
ら
許
可
が
下
り
る
ま

で
の
日
数
は
。
ま
た
、
許
可
が

下
り
る
ま
で
、
医
療
機
関
に
か

か
れ
な
い
の
か
。

　

④
国
民
健
康
保
険
料
の
滞
納

世
帯
で
も
、
制
度
利
用
で
き
る

よ
う
に
す
べ
き
だ
が
。

　

⑤
わ
か
り
易
く
利
用
し
や
す

い
Ｐ
Ｒ
が
必
要
だ
が
。

　

町
長　

①
減
免
対
象
者
は
収

入
が
著
し
く
減
少
し
た
世
帯
で
、

収
入
基
準
は
生
活
保
護
基
準
の

１
３
０
％
以
下
で
あ
り
ま
す
。

　

健
康
福
祉
部
長　

②
「
25
歳

独
身
、
資
産
な
し
、
給
与
収
入
、

賃
貸
住
宅
」
で
免
除
と
な
る
生

活
保
護
基
準
の
１
１
５
％
は
年

収
約
１
６
８
万
円
、
１
３
０
％

輪
島
市
で
は
、
地
域
で
防
災･

減
災
の
取
り
組
み
を
進
め
る
要

と
し
て
、
地
域
防
災
士
の
養
成

を
進
め
て
い
る
。

　

自
治
会
長
や
、
意
欲
の
あ
る

住
民
に
、
防
災
士
資
格
取
得
の

研
修
を
受
け
て
い
た
だ
き
、
地

域
防
災
活
動
の
中
心
と
し
て
継

続
的
に
携
わ
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
、
自
治
会
な
ど
と
連
携
し
て

養
成
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

町
長　

地
域
に
お
け
る
防
災

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
と
い
っ
た
観

点
で
、
自
主
防
災
組
織
で
あ
る

自
治
会
と
そ
の
強
化
に
つ
い
て

検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

総
務
部
長　

防
災
士
は
民
間

資
格
で
あ
り
、
資
格
取
得
に
経

費
も
か
か
る
た
め
、
今
の
防
災

リ
ー
ダ
ー
と
、
ど
こ
が
変
わ
る

の
か
研
究
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

は
約
１
９
０
万
円
。
「
65
歳
独

身
、
資
産
な
し
、
給
与
収
入
、

賃
貸
住
宅
」
で
、
１
１
５
％
は

年
収
約
１
５
６
万
円
、
１
３
０

％
は
約
１
８
５
万
円
。
「
夫
婦

と
も
に
40
歳
、
子
ど
も
７
歳
、

資
産
な
し
、
給
与
収
入
、
賃
貸

住
宅
」
で
、
１
１
５
％
は
年
収

約
３
１
２
万
円
、
１
３
０
％
は

約
３
６
２
万
円
と
な
り
ま
す
。

い
ず
れ
も
社
会
保
険
料
、
税
金

は
含
ま
れ
て
い
な
い
金
額
で
す
。

　

③
最
短
で
２
週
間
程
度
。
ま

た
、
医
療
機
関
で
支
払
を
し
な

け
れ
ば
事
後
申
請
も
で
き
ま
す
。

　

④
被
保
険
者
証
を
持
っ
て
い

る
世
帯
は
、
滞
納
の
有
無
に
関

係
な
く
制
度
利
用
が
で
き
ま
す
。

　

⑤
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

の
掲
載
、
ま
た
納
付
書
発
送
時

に
チ
ラ
シ
等
を
同
封
し
ま
す
。

地
域
防
災
士
養
成
で
　

　
自
主
防
災
強
化
を

　

能
登
半
島
地
震
を
体
験
し
た

医
療
費
の
軽
減
免
除
制
度
の

概
要
と
所
得
基
準
は
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ら
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旧
町
営
プ
ー
ル
跡
地
、
（
仮

称
）
健
康
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

用
地
、
寒
川
駅
南
口
バ
ス
転
回

場
の
合
計
８
７
４
０
・
４
平
方

メ
ー
ト
ル
及
び
旧
国
有
財
産

（
未
利
用
水
路
等
）
は
、
民
有

地
な
ら
、
か
な
り
の
税
収
を
得

ら
れ
る
。
町
民
に
と
っ
て
の
有

効
な
活
用
方
法
や
売
却
も
検
討

す
べ
き
と
考
え
る
。

　

①
利
用
目
的
が
な
い
旧
町
営

プ
ー
ル
跡
地
は
、
町
民
や
企
業

し
、
地
域
全
体
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

⑤
町
で
は
、
町
有
施
設
利
用

検
討
委
員
会
で
町
有
施
設
・
資

産
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
、
全

庁
的
な
調
整
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
今
後
は
、
さ
ら
に

検
討
を
進
め
、
町
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

総
務
部
長　

①
現
時
点
で
は

行
政
財
産
と
し
て
の
利
用
目
的

が
見
当
た
ら
な
い
た
め
、
各
団

体
な
ど
に
当
該
地
の
利
用
に
つ

い
て
の
投
げ
か
け
は
必
要
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

②
行
政
財
産
と
し
て
の
位
置

付
け
の
中
で
は
か
な
り
難
し
い

た
め
、
現
時
点
で
は
考
え
て
お

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
通
路
の
設

置
は
、
利
用
者
の
安
全
性
確
保

の
た
め
、
可
能
な
部
分
で
整
備

で
き
る
か
検
討
い
た
し
ま
す
。

　

都
市
建
設
部
長　

④
未
利
用

水
路
は
、
他
の
諸
財
産
な
ど
と

違
い
、
単
独
で
の
利
用
が
難
し

く
、
隣
地
と
の
調
整
の
上
、
土

地
の
売
買
や
拡
張
等
が
な
い
限

り
売
り
払
い
ま
で
結
び
つ
か
な

い
の
が
実
態
で
す
。

か
ら
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
て
、

収
益
を
生
む
方
法
や
他
の
利
用

方
法
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
と

思
う
が
。

　

②
（
仮
称
）
健
康
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー
用
地
に
、
一
つ
の
提

案
と
し
て
太
陽
光
発
電
を
設
置

し
た
場
合
、
庁
舎
年
間
電
力
使

用
量
の
45
％
程
の
電
力
が
得
ら

れ
る
が
、
太
陽
光
発
電
所
設
置

の
考
え
は
。

　

ま
た
、
図
書
館
や
町
民
セ
ン

タ
ー
利
用
者
の
利
便
性
向
上
の

た
め
、
駐
車
場
の
機
能
と
併
せ

て
通
路
を
設
置
す
べ
き
で
は
。

　

③
寒
川
駅
南
口
バ
ス
転
回
場

の
バ
ス
利
用
者
が
大
変
少
な
い
。

公
共
交
通
確
保
の
観
点
か
ら
有

効
活
用
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

④
旧
国
有
財
産
を
積
極
的
に

払
い
下
げ
な
い
理
由
は
。

　

⑤
公
有
財
産
の
利
活
用
に
つ

い
て
、
町
長
の
認
識
を
伺
う
。

　

町
長　

③
当
該
地
を
有
効
活

用
す
る
こ
と
で
町
民
へ
の
公
共

交
通
の
確
保
と
利
便
性
が
向
上

　

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

の
結
果
、
寒
川
町
の
子
ど
も
た

ち
の
成
績
は
、
小
・
中
学
校
と

も
に
全
国
平
均
や
県
平
均
を
か

な
り
下
回
っ
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
が
、
そ
の
対
応
策
に
つ

い
て
町
教
育
委
員
会
に
伺
う
。

　

①
子
ど
も
た
ち
の
学
習
意
欲

向
上
策
と
学
力
補
充
策
は
何
か
。

　

②
意
欲
向
上
策
に
、｢

辞
書

引
き
学
習
法｣

を
導
入
し
て
は
。

　

③
家
庭
教
育
・
学
習
に
つ
い

て
、
家
庭
と
ど
う
連
携
し
、
ど

の
よ
う
な
対
応
を
図
る
の
か
。

　

④
教
育
委
員
会
は
、
先
生
方

能
を
身
に
付
け
る
研
修
を
、
ベ

テ
ラ
ン
教
師
に
は
も
う
一
度
原

点
を
見
つ
め
直
す
よ
う
な
校
内

研
修
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

⑤
少
人
数
学
級
で
の
指
導
は
、

学
習
面
や
生
活
面
で
も
き
め
細

や
か
な
指
導
や
支
援
が
可
能
と

な
り
、
学
力
向
上
に
も
貢
献
で

き
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
少

人
数
指
導
学
習
も
よ
り
拡
大
し

て
い
く
つ
も
り
で
す
。

商
業
の
活
性
化
策
　
　

予
算
措
置
は
で
き
た
か

　

商
業
の
活
性
化
策
に
つ
い
て
、

町
長
は
か
ね
て
よ
り
商
業
者
自

ら
が
顧
客
を
増
や
せ
る
よ
う
な

振
興
策
を
考
え
た
い
と
し
て
い

た
が
、
新
年
度
予
算
に
そ
の
対

応
策
を
盛
り
込
め
た
の
か
伺
う
。

　

町
長　

町
で
は
現
在
、
町
内

消
費
が
伸
び
悩
む
現
状
の
中
、

活
性
化
を
図
る
案
と
し
て
商
工

会
か
ら
要
望
さ
れ
て
い
る
中
小

企
業
活
性
化
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
、
商
工
業
、
観
光
、
農
業

を
含
め
た
産
業
振
興
条
例
を
制

定
し
て
い
る
先
進
地
の
視
察
を

行
い
、
研
究
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

の
指
導
力
や
学
校
力
も
問
題
だ

と
し
て
い
る
。
そ
の
改
善
策
に

つ
い
て
、
現
状
の
問
題
点
と
具

体
的
な
対
応
策
は
何
か
。

　

⑤
小
学
３
年
生
に
35
人
以
下

学
級
を
導
入
す
る
と
あ
る
が
、

教
育
委
員
会
は
従
来
か
ら
む
し

ろ
少
人
数
学
習
を
強
化
し
た
い

と
し
て
い
た
。
な
ぜ
か
。

　

教
育
長　

①
中
学
校
は
す
で

に
長
期
休
業
中
に
コ
ー
ス
別
補

充
学
習
の
仕
組
み
が
あ
り
、
小

学
校
は
学
校
全
体
と
し
て
組
織

的
に
補
充
学
習
が
行
え
る
よ
う

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

②
実
際
の
授
業
展
開
は
学
校

で
責
任
を
も
っ
て
行
っ
て
お
り
、

意
欲
向
上
策
と
し
て
の
工
夫
を

教
科
の
中
で
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

③
保
護
者
に
は
学
校
だ
よ
り

等
で
家
庭
学
習
の
必
要
性
を
訴

え
、
学
校
も
学
習
意
欲
の
向
上

に
つ
な
が
る
よ
う
な
宿
題
の
あ

り
方
を
研
究
し
て
い
ま
す
。

　

④
若
手
教
師
の
育
成
が
課
題

で
あ
る
た
め
、
段
階
ご
と
の
技

資
産
経
営
上
の
視
点
に
立
ち

公
有
地
の
有
効
活
用
を
図
れ
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平
成
24
年
２
月
に
、
早
乙
女

議
員
が
全
国
町
村
議
会
議
長
会

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
議
員
在
職
15
年

以
上
で
、
地
方
自
治
の
振
興
・

発
展
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
に
対

し
、
表
彰
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

早
乙
女
議
員
は
、
平
成
９
年

２
月
に
初
当
選
し
、
議
会
議
長

な
ど
を
歴
任
さ
れ
、
現
在
は
寒

川
駅
周
辺
整
備
対
策
特
別
委
員

会
委
員
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

早さ

乙お
と

女め 

昭あ
き
ら 

議
員

　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰
を
受
賞

早乙女 昭 議員

　
町
議
会
で
は
、
平
成
24
年
２
月
に
議
員
活

動
の
充
実
と
活
性
化
に
資
す
る
よ
う
、
法
政

大
学
法
学
部
廣
瀬
克
哉
教
授
を
お
招
き
し
、

「
議
会
基
本
条
例
の
意
義
と
役
割
」
と
題
し

て
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
町
議
会
で
は
、
議
会
改
革
推
進
委

員
会
で
こ
れ
ま
で
議
会
活
動
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
事
項
を
検
証
し
、
見
直
し
や
改
善
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
８
月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
も
勘
案
し
、
議
会
運
営
や
議
員
の
使

命
・
役
割
、
議
会
報
告
会
な
ど
議
会
に
関
す

る
基
本
的
事
項
を
定
め
る
議
会
基
本
条
例
の

制
定
に
向
け
、
現
在
検
討
し
て
い
ま
す
。

議
会
議
員
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
だ
け
で

は
な
く
、
ど
う
や
っ
て
町
民
と

絆
づ
く
り
を
と
も
に
し
て
い
く

か
が
非
常
に
大
事
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
町
長
の
見
解
に
つ
い

て
伺
う
。

　

①
町
民
と
と
も
に
、
何
か
一

つ
の
も
の
を
形
と
し
て
作
り
上

げ
て
い
く
と
こ
ろ
に
、
本
来
の

絆
と
い
う
も
の
が
生
ま
れ
る
の

で
は
。

　

②
地
域
と
行
政
の
パ
イ
プ
役

を
担
う
地
域
担
当
職
員
に
は
地

元
職
員
が
付
き
、
地
域
課
題
を

地
域
の
人
と
と
も
に
悩
み
、
苦

し
む
こ
と
で
本
当
の
意
味
で
の

地
域
力
が
わ
き
、
町
の
活
性
化

に
も
つ
な
が
る
と
思
う
が
。

　

③
地
域
課
題
を
掘
り
起
こ
す

た
め
に
は
、
町
内
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
慮
し
た
小
学
校
区
で
の
協

議
会
を
立
ち
上
げ
る
考
え
は
。

　

④
地
域
の
力
を
生
か
す
た
め
、

絆
社
会
を
つ
く
る
決
意
は
。

　

町
長　

①
町
民
と
と
も
に
つ

く
り
上
げ
る
意
味
で
は
、
私
も

い
る
が
、
他
市
に
劣
る
体
制
づ

く
り
は
改
め
る
べ
き
と
思
う
。

　

そ
こ
で
駅
前
整
備
が
進
む
中
、

駐
輪
場
の
一
部
有
料
化
及
び
放

置
自
転
車
防
止
に
関
す
る
条
例

化
に
つ
い
て
、
町
の
考
え
は
。

　

町
長　

自
転
車
等
駐
車
場
の

条
例
化
に
つ
い
て
は
、
現
在
の

よ
う
な
臨
時
的
な
施
設
で
は
な

く
、
恒
久
的
な
駐
車
場
と
し
て

整
備
を
し
、
管
理
体
制
を
整
え

た
上
で
条
例
化
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

駅
前
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い

く
中
、
放
置
自
転
車
防
止
条
例

は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
た
め
、

早
い
時
期
に
条
例
化
を
図
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

思
い
は
同
じ
で
す
。

　

②
地
元
職
員
に
限
定
せ
ず
、

町
職
員
で
あ
る
限
り
は
、
地
域

を
知
る
こ
と
は
職
員
の
基
本
的

責
務
で
職
務
範
囲
だ
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
限
ら
れ
た
職
員
数

の
中
で
、
ど
う
地
域
と
関
わ
り

を
持
て
る
か
も
含
め
、
今
後
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　

③
地
域
課
題
を
集
約
す
る
の

に
、
ど
の
区
域
が
一
番
望
ま
し

い
か
は
、
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

で
い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
も
あ
り

ま
す
の
で
、
少
し
時
間
を
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

④
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な

も
の
は
地
域
主
体
で
あ
り
、
町

民
参
画
と
い
う
基
本
は
当
然
持

ち
続
け
た
上
で
、
こ
れ
か
ら
の

行
政
運
営
に
か
か
わ
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

自
転
車
等
の
関
係
条
例
を
　

　
制
定
し
、
有
効
活
用
を
図
れ

　

町
で
も
広
域
行
政
が
進
ん
で

町
長
が
掲
げ
る
　
ま
ち
づ
く
り
に

地
域
力
を
ど
う
生
か
す
の
か

 

関
　
口
　
光
　
男
　
議
員

放置自転車の保管場所

一般質問　議員11人が町政を問う ■
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審議した議案と結果（平成24年第1回定例会）

審議した議案と結果（平成24年第2回定例会4月会議）

議案番号 件　　　　　　　　名 結　　果
報第１号 専決処分の報告について
議第１号 専決処分の承認について 承　　　認
議第２号 寒川町職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 原案可決（全員）
議第３号 寒川町一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の一部改正について 原案可決（多数）
議第４号 寒川町手数料条例の一部改正について 原案可決（全員）
議第５号 寒川町立児童デイサービスセンター条例の一部改正について 原案可決（全員）
議第６号 寒川町在宅重度障害者等福祉手当支給条例の一部改正について 原案可決（全員）
議第７号 寒川町介護保険条例の一部改正について 原案可決（多数）
議第８号 寒川町火災予防条例の一部改正について 原案可決（全員）
議第９号 平成23年度寒川町一般会計補正予算(第5号) 原案可決（全員）
議第10号 平成23年度寒川町国民健康保険事業特別会計補正予算(第4号) 原案可決（全員）
議第11号 平成23年度寒川町下水道事業特別会計補正予算(第3号) 原案可決（全員）
議第12号 平成23年度寒川町介護保険事業特別会計補正予算(第3号） 原案可決（全員）
議第13号 平成24年度寒川町一般会計予算 原案可決（多数）
議第14号 平成24年度寒川町国民健康保険事業特別会計予算 原案可決（多数）
議第15号 平成24年度寒川町後期高齢者医療事業特別会計予算 原案可決（多数）
議第16号 平成24年度寒川町下水道事業特別会計予算 原案可決（多数）
議第17号 平成24年度寒川町介護保険事業特別会計予算 原案可決（多数）
議第18号 平成24年度寒川町(仮称)健康福祉総合センター用地取得事業特別会計予算 原案可決（全員）
議第19号 副町長の選任について 同　　　意
委第１号 寒川町議会定例会の回数を定める条例の一部改正について 原案可決（全員）
委第２号 寒川町議会会議規則の一部改正について 原案可決（全員）
意第１号 原発再稼動の中止を求める意見書の提出について 否　　　決
意第２号 米軍機からの落下物事故に対し原因の徹底究明と再発防止を求める意見書の提出について 否　　　決
意第３号 衆議院比例定数削減に反対し抜本改革を求める意見書の提出について 否　　　決

陳第14号 医師・看護師・介護職員の大幅増員と夜勤改善で安全・安心の医療・介護を求める意見書の提出を願う陳情
書 不　採　択

議案番号 件　　　　　　　　名 結　　果
報第２号 専決処分の報告について
議第20号 専決処分の承認について 承　　　認
議第21号 固定資産評価員の選任について 同　　　意
議第22号 平成24年度寒川町下水道事業特別会計補正予算（第1号） 原案可決（全員）

（議案番号欄　　報：報告　議：議案　委：委員会提出議案　意：意見書案　陳：陳情）

※議案等の議員別賛否結果については寒川町議会のホームページで閲覧できます。

６　月　会　議　日　程
月日（曜） 開始時間 内　　容

６月６日（水） 9：00 本会議

６月８日（金） 9：00 本会議

６月11日（月） 9：00 総務常任委員会

６月12日（火） 9：00 文教福祉常任委員会

６月13日（水） 9：00 建設経済常任委員会

６月14日（木）
9：00 寒川駅周辺整備対策特別委員会

13：15 東海道新幹線新駅対策特別委員会

６月18日（月）
9：00 本会議（一般質問）

６月19日（火）

６月21日（木） 10：00 本会議

（都合により、日程を変更する場合があります。）

　寒川町議会では、本会議の模様をインターネットで中継していま
す。中継については、生中継と録画中継を行っており、ご自宅等の
パソコンからご覧になることができます。ぜひご覧ください。
　なお、録画中継は生中継の後、随時更新いたします。

【生中継の予定】（第２回定例会６月会議）
６月 ６日（水）
６月 ８日（金）　

午前 9時から６月18日（月）
６月19日（火）
６月21日（木）　午前 10時から
都合により、日程を変更する場合があります。

ホームページは「寒川町議会」で検索できます。

本会議インターネット中継

}
○傍聴はどなたでもできます。当日受付をしてください。
　（委員会の傍聴は、委員長の許可が必要です。）
　寒川町議会のホームページでも、会議の日程や議会の傍聴
のしかた、請願や陳情の手続き、議員名簿などが閲覧できま
す。
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　現在、議会の招集権は町長にあり、議会が主導的に議会を開く仕組みではありません。法改正により
議会開催の回数制限が撤廃され、自治体が任意に議会のあり方を決められるようになりました。今まで
の議会は、あくまでも町長が議会を招集して開会となるため、議会が緊急の問題だと思っても町長から
招集がなければ議場に集まって議論することができませんでした。
　寒川町議会ではこれまで、年４回の定例会（３月、６月、９月、12月）と必要に応じて臨時会を開
催し、その都度開会・閉会をしていました。
　通年議会を導入し、定例会の会期（会議期間）を１年間とすることで、その期間は議長の権限でいつ
でも議会を開けることになります。
　なお、定例会最初の招集は町長が行いますが、その後は招集権が議長に移行するような形となります。

通 年 議 会 導 入 の 背 景 と 概 要

Ｑ メリットは？
Ａ 　災害など緊急を要する事項が発生した時

に議会をすぐ開き、対応できます。
　会期中に制限されていた常任委員会の調
査活動などが必要に応じていつでも行えま
す。また、これまで緊急の行政課題など専
決処分していた案件でも、速やかに議会を
開き対応することができます。
　これらにより議会のチェック機能の強化
につながります。

Ｑ いつでも一般質問できるの？
Ａ 　これまでと同様、３月、６月、９月、

12月に一般質問を行います。

Ｑ 毎日議会は開かれているの？
Ａ 　毎日ではなく、必要に応じて速やかに議

会を開きます。（議長の判断で休会と再開
を繰り返すことになります）

Ｑ 会期はどうなるの？
Ａ 　定例会の会期を平成24年４月９日から

12月28日の264日間としました。来年以

降、基本的には１月から12月までを会期

としていく考えです。

Ｑ 議員活動はどう変わるの？
Ａ 　常に議会中であるため、議員の活動と緊

張感が高まり、議員の質の向上と議会の活
性化が望めます。

通年議会スタート
議会のチェック機能がさらにUP!!

４月９日
さ
む
か
わ 

議
会
だ
よ
り

平
成
24
年
５
月
１
日
発
行

発
行
／
寒
川
町
議
会

編
集
／
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
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